
所長就任のご挨拶

新型コロナウイルスの影響により、例年通りの学園祭が実施困難であり、「葦の葉倶楽部」の
学生会員も出店ができませんでした。例年とは異なる学生生活となりましたが、本年度は、
どのような生活スタイルを送ることができたか、学生会員2人に話を聞いてみました。

皆様、こんにちは。2020年10月から学生センター所長を拝命しました化学生命工学部
教授松村吉信です。例年ですと、葦の葉倶楽部の様々な活動の中でお会いしてお話を
させていただく機会もあるのですが、学生センター所長としてのご挨拶はこれが
初めてでしょう。私をはじめ多くの方が、初めてのパンデミックを経験し、これまでの
日常を取り戻せない憤りと将来が見通せない不安、今を笑顔で過ごす難しさを感じ
ておられることでしょう。「何をするのが正解か」、「どのような活動が許されるのか」、
「大学に止まることが将来の糧になるのか」など自問される日々が続いていることで
しょう。関西大学では、奨学支援だけではなく、可能な限りこれまで通りの正課や
正課外活動を提供できるように、様々な対策を講じています。葦の葉倶楽部や学縁
活動を通して学生同士のサポートの場を提供しながら、皆様のお声に耳を傾け、
キャンパスをたくさんの笑顔で埋め尽くしたいと感じております。

私の今年度は「変化」の一言で表せます。就職活動におい
ては、オンライン面接という異例の採用活動が行われたこ
と、サークル活動では1回生のころから力を入れているバンド
活動の自粛がありました。また、友人との付き合いでもなかなか
大人数で遊びに行けないという制限など、本当に様々な変化を強
いられた1年であったと思います。しかし、私はこの1年間がマイナス
だったとは思いません。理由としてはこの1年間を通して私は「与えら
れる環境に不満を述べる暇があるなら、何か一つでも工夫を凝ら
して適応してみせろ」というマインドを持つことができたからです。
このマインドは社会人になってからも大事にしたいと思い
ますし、さらに「変化」に柔軟な人間になることを一つの
目標にして頑張って
いきたいです。

本年度の学生生活は、新型コロナウイルスによる影響が
ある中、ゼミ活動と部活動に注力しました。ゼミ活動では、
マーケティングのゼミに所属しており、社会人、大学院生を
含む応募総数110件の中で、最終候補作品に選ばれました。
目標にしていた最優秀賞には届きませんでしたが、仲間と協力
し、結果以上のものを得ることができました。支えてくださった
教授、ゼミの仲間には感謝の気持ちでいっぱいです。
今後の目標としては、所属している体育会サッカー部で
“日本一”になるために、考えて行動し続けます。また、前回
の交流会より葦の葉倶楽部の学生スタッフとなりま
したので、充実した活動が
できるよう尽力します。

関西大学奨学生会「葦の葉倶楽部」は、関西
大学独立130周年記念事業を機に「学縁」創出
の場として誕生しました。奨学生同士が交流
するための会の設立は、他大学でもあまり例を
みない、先駆的な取り組みです。本会の趣旨に
ご賛同いただき、ご支援をいただける賛助会員
の皆様を募集しております。温かいご支援の
ほど、よろしくお願い申し上げます。

「葦の葉倶楽部」の賛助会員を募集しています
賛助会員への入会申込については、「関西大学インターネット募金」をご利用ください。

詳しくは、右記までお問い合わせください

○個人会員／1口1万円　○団体会員／1口5万円年会費

特　典 ○「葦の葉倶楽部」会報誌「学縁」（本誌）をお届け
○「葦の葉倶楽部」交流会（年2回実施）へ参加可能

賛助会員への御礼
賛助会員の皆様に、心より御礼申し上げます

※クレジットカード、インターネットバンキング、銀行ATM、コンビニエンスストアを利用した賛助会費のお振込みができます。

安部 善博・今福 淳・植田 芳光・岡本 哲和・川北 文雄・川畑 一成・川原 哲夫・北嶋 弘一・北田 伸治・
吉川 勲・草川 大造・葛村 和正・工藤 幸雄・栗尾 尚孝・小坂 圭一・小坂 裕次郎・近藤 正昭・
隅谷 哲三・高岡 淳・竹中 敏治・谷 真明・中田 隆・松並 久典・松村 吉信・三木 允子・宮田 慎一・
森 茂実・藪田 和広・山田 拓幸・山花 健作　匿名希望者5名 計35名

個人会員（音順・敬称略）

株式会社大都・株式会社阪神住建 計2団体

団体会員（音順・敬称略）

関西大学 インターネット募金 www.kansai-u.ac.jp/bokin/application

関西大学 奨学支援グループ　Tel：06-6368-0255（平日9時～17時）　E-Mail：ashinoha@ml.kandai.jp

■収支決算
（2020年3月1日～2021年2月28日）

前年度繰越金
賛助会費

収入合計

2,217,546円
717,000円

2,934,546円

交流会費用
会報誌発行
次期繰越金
支出合計

267,200円
205,700円

2,461,646円
2,934,546円

収　　入 支　　出年度会計収支

新たな試みとして、Zoomによるオンライン形式での開催
を行いました。本交流を行うことで、異例の学生生活を過
ごしている会員が、抱えている不安などを少しでも取り除
くことができればという思いで決行しました。企画・運営
をしてくれた学生スタッフにとっても、非常に良い経験に
なったようです。STAY HOME中の学生生活についての
話し合いで、面白い発見があったりとパソコン越しでは
ありますが、大いに話に花が咲きました。また、卒業生
会員による近況報告会や卒業予定者の就職活動報告会
も行うことができ、「就職活動で大事だと思った点などを
実際に経験された方からお伺いできたため、大変役に
立ちました」というように、有意義な時間を過ごせたとの
声を多数受けました。遠方で活躍している卒業生会員に
とっても参加しやすい形態であったと感じました。

日 時 2020年12月19日（土）17時～19時
方 法 Zoomによるオンライン形式

第1回
2020年

交流会について

「葦の葉倶楽部」への
ご寄付

ありがとうございました

交流会 Exchange meeting

2020年度
活動報告

本年度の
学生生活

Voice 01 Voice 02

大岡 春輝 さん

人間健康学部
4年次生
オオオカ  ハルキ

鈴木 誠也 さん

経済学部
3年次生
スズキ   セイヤ

松村 吉信
学生センター所長

学び、出会い、挑戦、笑顔の場を取り戻そう

マツムラ  ヨシノブ




